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儰
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儰
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を
社
会
全
体
で
議
論
し
て
合
意

形
成
を
図
る
な
ど
、
法
改
正
や

解
釈
の
変
化
に
注
意
し
適
切
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
橋
大
学
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

な
ら
び
に
研
究
科
が
72
年
ぶ
り

に
新
設
さ
れ
た
。
研
究
科
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
最
先
端
の
Ａ

Ｉ
技
術
に
つ
い
て
研
究
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
Ｅ

Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
側
面
に
つ
い
て
ま
で

学
生
た
ち
が
考
え
る
こ
と
を
必

須
と
す
る
。
Ａ
Ｉ
技
術
を
法
的

・
倫
理
的
・
社
会
的
側
面
か
ら

捉
え
直
す
重
要
性
が
表
層
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
い

え
よ
う
。
進
歩
が
著
し
い
Ａ
Ｉ

技
術
の
課
題
と
対
応
策
を
考
慮

し
て
い
く
こ
と
で
、
新
技
術
の

開
発
と
利
用
に
伴
う
リ
ス
ク
を

回
避
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を

築
い
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

課
題
は
性
別
や
年
齢
な
ど
の

個
人
の
属
性
に
も
と
づ
い
て
金

融
商
品
の
提
供
や
価
格
設
定
を

行
う
と
差
別
や
不
正
に
つ
な
が

る
可
能
性
、
個
人
情
報
を
処
理

す
る
際
に
不
正
ア
ク
セ
ス
や
漏

え
い
が
発
生
し
た
際
に
社
会
的

信
用
失
墜
リ
ス
ク
や
被
害
者
へ

の
損
害
賠
償
支
払
い
の
責
任
を

負
う
可
能
性
、
Ａ
Ｉ
で
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
も
高
齢

者
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
ぜ
い
弱

な
人
々
が
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
課

題
に
対
し
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発

と
利
用
で
倫
理
的
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
て
遵
守
し
、
Ａ
Ｉ

技
術
の
導
入
に
影
響
を
受
け
る

人
々
へ
再
教
育
を
行
い
、
Ａ
Ｉ

技
術
普
及
に
よ
る
社
会
的
影
響

「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
」
だ
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ

は
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
，
Ｌ
ｅ

ｇ
ａ
ｌ

ａ
ｎ
ｄ

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ

ｌ

Ｉ
ｓ
ｓ
ｕ
ｅ
ｓ
（
倫
理
的･

法
的･

社
会
的
課
題
）
の
頭
文

字
を
取
り
、
エ
ル
シ
ー
と
読
ま

れ
る
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
は
、
１
９
９

０
年
に
米
国
で
発
足
し
た｢

ヒ

ト
ゲ
ノ
ム(

人
の
遺
伝
子
情
報)

計
画｣

と
い
う
人
の
遺
伝
子
情

報
を
解
析
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
際
に
登
場
し
た
言
葉
。
急
速

に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
業
界
ほ

ど
、
こ
の
視
点
が
求
め
ら
れ
て

く
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

章
の
生
成
、
翻
訳
、
要
約
、
質

問
へ
の
回
答
な
ど
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま

多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
る
。
金

融
機
関
で
も
不
正
取
引
の
検
知

や
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

金
融
商
品
の
提
案
な
ど
、
Ａ
Ｉ

技
術
の
活
用
が
急
速
に
進
む
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
は
社
会
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
が
、
必

ず
し
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
新
し
い
技
術
が

持
つ
潜
在
的
な
問
題
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
が

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
含
む
Ａ

Ｉ
技
術
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を

毎
日
目
に
し
て
い
る
方
は
、
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文

Ａ
Ｉ
技
術
の
金
融
業
界
へ
の
応
用
と
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
へ
の
対
応

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス

安
田

憲
治

◇
や
す
だ
・
け
ん
じ

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士

課
程
修
了
。
大
手
総
合
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
企
業
で
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
経
営
戦
略
へ
の
反
映
に
取
り
組
む
。
現
在
、
株
式
会

社
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
に
て
、
社
内
デ
ー
タ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携

わ
る
。
多
摩
大
学
社
会
的
投
資
研
究
所
研
究
員
。
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